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装置の概要 
 

デマンドコントロール装置「スーパーマックス８０８」は、高圧需要家における取引用電力の

使用状況を常時監視し、現在の電力使用状況から時限毎の需要電力を予測し、管理目標電力に

対して超過が予想されるときに警報を発する他、負荷制御の必要が生じたときには、あらかじ

め定められた制御方式に従って自動的に負荷の遮断・投入を行う事が出来ます。 

これにより、計測･記録業務の省力化や契約電力の超過防止が図れ、電力の有効活用に役立ちま

す。 

設置方式は据置／埋込の両方式に対応可能な構造で、取引用電力の使用状況の監視は、関連商

品のパルス検出器を使用します。 

デマンド警報は、本体ＬＥＤ表示と本体内蔵の接点出力７回路にて行います。 

負荷制御は、本体ＬＥＤ表示と本体内蔵の接点出力１６回路、及び専用関連商品のＲＳ４８５

出力端末器を用いて、６４回路（本体内蔵回路に連動）の遠隔接点出力にて行う事が可能です。 

フィーダ管理機能として、同じく専用関連商品であるＲＳ４８５入力端末器、アナログ入力端

末器、及びＲＳ－４８５通信機能付き電力量計（Ｃ－ＥＭ）を用いて、最大合計６４点のフィ

ーダ・パルス／状態監視／アナログ入力の管理を可能とします。（状態監視は最大１６点） 

印字機能を持ち、内蔵ジャーナルプリンタ（サーマルプリンタ）により電力日報／月報／年報

等の電力管理に必要な計測データの自動印字と、本体設定データの印字を行います。更に、や

はり関連商品である外部ターミナルプリンタを本体に接続することで、フィーダ計測データの

帳票印字も可能とします。併せて、受電点パルスの時間帯管理機能や負荷のスケジュール制御

機能も搭載し、細かな使用量の管理と削減を実現します。 

本体表示は、ドットＬＥＤによる警報／負荷制御／本体運転状態、及びタッチパネルカラーＬ

ＣＤによる各種計測／設定データの表示を行い、操作はタッチパネルにより表示切換と設定を

行います。 

また、ネットワーク接続に対応し、イーサネット経由でホストＰＣとアクセスし、一般ブラウ

ザソフトでＰＣからの本体計測データのモニタ／収集、及び本体設定を実現します。 

更に、ＵＳＢポートを搭載しており、市販のＵＳＢメモリを接続することにより、本体計測／

設定データの読み出し、及び設定データの書き込みが可能です。 

 
 
 
商標について 

● Windows®、Internet Explorer®は Microsoft 社の登録商標です。 

● その他、商品名、および製品名等は一般的に各社の商標または登録商標です。 

 

◇本書の内容を無断で転載することを固くお断りいたします。 

◇製品の改良などにより、本書の内容に一部合致しないことがあります。 
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保証                               

 

保証の範囲と生産中止後のお取り扱い                

 

保証期間は、本装置を納入後１年といたします。 

保証期間中に当社が納入した本装置に欠陥があるときは、無償で修理または交換いたします。

（原則として、本装置を引き取り修理させていただきます。） 

ただし、下記の項目に該当するときは、修理を有償とさせていただきます。 

・本書に記載されていない不適当な取り扱いでご使用になった場合 

・故障の原因が当社以外の理由による場合 

・当社以外の改造や修理による場合 

・天災や当社以外の人災などによる場合 

保証は、本装置の保証を意味するもので、本装置の故障で誘発される損害についてはご容赦

ください。 

 

 

本製品は生産中止後の修理対応期間を５年間といたします。但し､

５年以内であっても修理用部品の在庫が無くなった場合は、当該部

品を必要とする修理対応ができなくなる場合がございます。 

本書に記載されていない内容で不明な点につきましては、当社にお

問い合わせください。 

 

 
 

有償業務の範囲                          

 
次のような場合は、別途費用を申し受けます。 

・取り付け調整指導、または試運転立会い 

・保守、点検、調整 

・技術指導、および技術教育 

・本装置に付属の取扱説明書、試験成績書などの再発行または、発行部数の追加 

 

 

スーパーマックス８０８、または関連機器のお見積、またはご注文

に際しては、見積書、契約書、カタログ、仕様書等に特記事項がな

い場合には、上記条件を取り決めておりますのでご承認の上ご発注

願います。 

本仕様書の内容または定めのない事項について疑義を生じた場合は、

友好的に協議の上、解決するものとします。 
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製品構成と付属品                         

 

＜本 体＞ 

デマンドコントロール装置「スーパーマックス８０８」ＲＳＭ－８０８  １台 

 

＜付属品と付属書類＞ 

付属品構成 

Ｎｏ. 付属品名称 入数 

１ 
絶縁被覆付き丸形圧着端子 

（１．２５ｍｍ２用） 
１箱(１００個入り) 

２ アース端子付電源コード（３ｍ） １本 

３ 
印字用紙 

（感熱紙、幅５８ｍｍ×長さ１８ｍ） 
３巻１組 

４ 終端抵抗ショートバー １個 

５ 背面端子カバー １個 

６ 金属支柱（背面端子カバー取付用） ４個 

７ 取扱説明書 １部 

８ 試験成績書 １部 

 

＜関連機器構成（別売）＞ 

Ｎｏ． 名称 形名・備考 

１ パルス検出器 ＯＣＫ形 

２ 発信装置付電力量計 各社 

３ 電子式パルス変換器 ＯＣＥ形 

４ ＲＳ４８５出力端末器（出力ユニット） ＲＮＵ－０１５形 

５ ＲＳ４８５入力端末器（入力ユニット） ＲＮＵ－０１２形 

６ ＲＳ４８５通信機能付き電力量計 

単相２線式：Ａ５ＨＡ－Ｎ１Ｒ形 

単相３線式：Ａ６ＨＡ－Ｎ１Ｒ形 

三相３線式：Ａ７ＨＡ－Ｎ１Ｒ形 

（定格はお問い合わせ下さい） 

７ ＲＳ４８５アナログ入力端末器 
Ｒ１Ｍ－ＧＨ２Ｔ－Ｍ２－Ｘ 

（ＴＮ－３３１８５）形 

８ 印字用紙（幅５８ｍｍ×長さ１８ｍ） 感熱紙：１０巻１組 

９ パネル取付金具（本体取付用） ２個１組 

１０ 
ターミナルプリンタ 

（３ｍ接続ケーブル付属） 

ＶＰ－１２００Ｕ形 

(セイコーエプソン社製) 

１１ ＵＳＢメモリ 

各社 

（使用可能なＵＳＢメモリは弊社ホー

ムページをご参照ください） 
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＜ターミナルプリンタ：ＶＰ－１２００Ｕで印刷できる用紙＞ 

項目 仕様 

用紙種別 一枚紙の連続紙 

品質 上質紙、再生紙 

用紙幅(台紙幅) １５インチ 

ページ長(台紙ページ長) １１インチ 

用紙厚 ０．０６５～０．１０ｍｍ 
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システム構成例                           

 

システム構成図中の、本体（スーパーマックス８０８）が本仕様書の適用範囲です。 
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端末器の接続可能台数                       

 

本体フィーダ入力（３点）を越える多点数のフィーダ計測・管理や、遠隔負荷遮断出力を実施

するために、ＲＳ－４８５通信インターフェイスを搭載した各種端末器を接続します。その接

続台数には端末種別毎、また端末器全体として上限があります。（下表参照） 

 

Ｎｏ． 端末器名称／仕様 形名・備考 

１ 
ＲＳ４８５出力端末器（出力ユニット） 

ＲＮＵ－０１５形 ８点出力 
最大８台 

２ 
ＲＳ４８５入力端末器（入力ユニット） 

ＲＮＵ－０１２形 ８点入力 
最大８台 

３ 

ＲＳ４８５通信機能付き電力量計 

Ａ５ＨＡ－Ｎ１Ｒ形 １点９要素入力 

Ａ６ＨＡ－Ｎ１Ｒ形 １点９要素入力 

Ａ７ＨＡ－Ｎ１Ｒ形 １点９要素入力 

最大３２台 

４ 

ＲＳ４８５アナログ入力端末器 

Ｒ１Ｍ－ＧＨ２Ｔ－Ｍ２－Ｘ（ＴＮ－３３１８５）形 

 １６点入力 

最大４台 

５ 上記端末器全体での上限値 最大３２台 

 

また、接続される端末種別と台数の組合せによっては、多数の入出力ポート点数が存在する場

合がありますが、計測ポイントとして登録・計測可能な入力ポート点数には上限があります。 

  ◆計測ポイント点数 ＝ 最大６４点 

更に、計測ポイントの中で状態監視入力として登録・計測可能な入力ポート点数にも上限があ

ります。 

◆状態監視入力点数 ＝ 最大１６点 

遠隔負荷遮断出力の回路数は、上記の計測ポイント点数とは別で下記の上限となります。 

  ◆遠隔負荷遮断出力回路数 ＝ 最大６４点 
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接続例                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１：パルス検出器またはパルス変換器と本体までのケーブル長（伝送距離）は、ご使用の機

器により異なります。 

・ＯＣＫ－６、ＯＣＫ－６Ａ、ＯＣＫ－６Ｋ：最大３００ｍ 

・ＯＣＫ－７、ＯＣＫ－７Ａ、ＯＣＥ－２３Ｐ、ＯＴＥ－２４Ｐ：最大５００ｍ  

またケーブルは１．２５ｍｍ２の２芯シールド線（ＣＶＶ－Ｓ相当品）をご使用くださ

い。 

注２：電力量パルス端子部と遠方操作端子部にある＋１２Ｖ端子は、当社製の別製品に付属さ

れる「パルス検出部」を流用する場合に接続する専用端子です。他の製品に接続すると

故障・誤動作の原因になりますので絶対に行わないでください。 

注３：各種ＲＳ４８５端末器との接続は、ＦＣＰＥＶまたはＣＰＥＶ－Ｓの「φ０．９、１Ｐ」

をご使用下さい。（最大線路長は１．２ｋｍまで。）ノイズ等の影響が大きな環境では、

ＣＰＥＶ－Ｓのご使用をお勧めします。 

注４：入力ユニット（ＲＳ４８５入力端末器）、および出力ユニット（ＲＳ４８５出力端末器）

をご使用の場合は、各ユニットの通信速度設定を９，６００ｂｐｓとしてください。 

  



 10 

注５：出力ユニット、入力ユニット、通信機能付きＣ－ＥＭ（電力量計）、アナログ入力端末

器（※）をご使用の場合、１～３２の任意のアドレスで重複しないようアドレスを設定

してください。 （※アナログ入力端末器は１～１５のアドレス範囲となります。） 

注６：本製品は屋内仕様であり、入出力線が屋外にでる場合は、雷害対策を施してください。

雷害対策については、次の「ご注意」をご参照ください。 

 

 

１．雷害対策（入出力線） 

パルス入力線や各種出力線を屋外に敷設する場合は、信号回路用アレスタを付ける

ことをお勧めします。（下図参照） 

例：音羽電機工業株式会社製 信号回路用アレスタ  

一般地区用 ＳＧ－ＧＶ１２Ｊ 

激雷地区用 ＳＡ－ＧＺ１２Ａ 

いずれも２線式、定格電圧ＤＣ１２Ｖ 

※パルス入力線（搬送線）のシールドは、一端を接地してください。 

 

２．雷害対策（データ伝送用通信線） 

ＲＳ４８５通信線の接続は、本体および関連機器を屋内で使用することを前提にし

ています。ＲＳ４８５通信線が屋外を経由する場合は、雷サージなどの影響を回避

するためのサージ吸収素子（避雷器など）を取り付けてください。 

例：株式会社エム・システム技研製 避雷器 

ＲＳ－４８５／４２２用避雷器 ＭＤＰ－４Ｒ 

 

３．本体の誤動作、破壊防止対策 

負荷制御にあたっては、デマンドコントロール装置本体の誤動作、破壊を防止する

ため、補助リレー、電磁開閉器等をご使用のうえ、サージ吸収素子（Ｒ＋Ｃ）を接

続してください。 

例：日通工エレクトロニクス株式会社製  

ＣＲ２Ｂ１０４Ｃ１２１ （１２５Ｖ定格）、 

ＣＲ２Ｅ１０４Ｃ１２１ （２５０Ｖ定格）、 

岡谷電機産業株式会社製  

Ｓ－１２０１ （１５０Ｖ定格）、 

ＸＥ－１２０１ （２５０Ｖ定格） 

 

 

 

 

 

 

  

ご注意 
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各部の名称と働き                           

本体表面（全体図）                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構成 名称 説明 

  ① ＬＥＤ表示部 
デマンド計測による警報状態や、装置状態、装

置の運転状態を表示します。 

② ジャーナルプリンタ 各種印字を行います。 

③ タッチパネルＬＣＤ表示部 各種設定・計測データの表示・操作を行います。 

④ ＵＳＢメモリ挿入部 

ＵＳＢメモリを挿入することで、本装置の計

測・設定データの読み出しと設定データの書き

込みを行います。また、本装置のソフトウェア

アップデートにも使用します。 

 

 

  

①  

②  

④  

③ 
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本体裏面                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構成 名称 説明 

① 電力量パルス入力端子 

Ｎｏ．１には取引用電力量計からパルス検出器

によって取り込んだパルス信号を、それ以外に

は管理用電力量計等からの計量パルス信号や状

態信号を接続します。 

② 遠方操作入力端子 

スタートには、必要な場合に取引用計器の外部

同期信号を接続します。 

警報音停止には、必要な場合に警報音声出力を

中断させる接点信号を接続します。 

③ データ伝送用端子 
本装置に接続するＲＳ－４８５通信機器との通

信線を接続します。 

④ 警報出力端子 各警報に連動する出力端子です。 

⑤ 時限パルス出力端子 
本装置から外部機器に対し、設定した条件で時

限終了時にパルスを出力します。 

⑥ 負荷遮断出力端子 

遮断警報発生時に、設定に従い遮断信号を出力

します。遮断可能な機器を接続してください。 

またスケジュール制御にも使用します。 

⑦ ホストＰＣ（ＬＡＮ）コネクタ ホストＰＣとＬＡＮケーブルで接続します。 

⑧ ターミナルプリンタコネクタ 外部ターミナルプリンタの接続コネクタです。 

⑨ 電源スイッチ 本装置の電源スイッチです。 

⑩ 接地付きＡＣコンセント 付属の電源コードを接続します。 

⑪ 接地（アース）端子 接地線を接続してＤ種接地を取ります。 

④ 

⑥  

③ ① ② 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑧ 

⑦ 

⑤ 
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 １．電力量パルス入力端子、遠方操作入力端子 ※注 

・パルス検出器やパルス変換器、管理用電力量計や遠方接点スイッチから本装置までのケー

ブル長は、最大５００ｍまでとなります。（ＯＣＫ－６シリーズの場合は最大３００ｍ。） 

・ケーブルは１．２５ｍｍ２の２芯シールド線（ＣＶＶ－Ｓ相当品）をご使用ください。 

 ２．データ伝送用端子 ※注 

・各種ＲＳ４８５端末器との接続には、ＦＣＰＥＶまたはＣＰＥＶ－Ｓの「φ０．９、１Ｐ」

をご使用下さい。（最大線路長は１．２ｋｍまで。） 

・ノイズ等の影響が大きな環境では、ＣＰＥＶ－Ｓのご使用をお勧めします。 

  ・端子には極性がありますので、接続の際にはご注意ください。 

・電源線とはなるべく距離を置いて配線してください。 

  ・ケーブルのシールド線は、ノイズ対策のため「ＳＧ」端子にＲＳ４８５信号線を全て接続後、

本体側１箇所でＤ種接地してください。 

・ＲＳ４８５通信線の最遠端の２箇所で終端処理を行います。ＲＳ４８５端末器が最遠端とな

る場合は終端抵抗用スイッチをＯＮ側にしてください。本体が最遠端になる場合は付属のシ

ョートバーで本体背面の終端抵抗とＡ＋を結線することで下図のように終端処理となります。 

 

 

３．警報出力端子、時限パルス出力端子、負荷遮断出力端子 ※注 

・無電圧の接点出力です。各々の接点容量をお守りの上、接続する機器とは適正な定格の電

線をご使用ください。 

・機器の保護や誤動作防止のためにも、補助リレーや電磁開閉器等をご使用ください。 

 ４．ホストＰＣ（ＬＡＮ）コネクタ 

  ・ホストＰＣやＨＵＢとの接続には、カテゴリー５以上のＬＡＮケーブル（ストレート）を

ご使用ください。 
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５．ターミナルプリンタコネクタ 

・オプションのターミナルプリンタとの接続には、プリンタに付属のＲＳ－２３２Ｃケーブ

ルをご使用ください。 

・長さ延長のため一般市販品を使用する場合は、下記仕様のケーブルをご用意ください。 

◆ケーブル仕様：Ｄ－ＳＵＢ９Ｐメス ⇔ Ｄ－ＳＵＢ２５Ｐオス、 

シリアルクロスケーブル、最大１０ｍ 

６．接地付きＡＣコンセント 

・ノイズが尐なく、電圧変動がＡＣ１００±１０％以内で、ノイズと停電の尐ない電源から

付属の電源コードで接続します。 

７．接地（アース）端子 

・６００Ｖビニル絶縁電線（ＩＶ、２ｍｍ２相当）にて接地線を接続します。 

・必ず専用にＤ種接地を行ってください。 

 

※注 本装置は屋内仕様であり、本装置と関連機器は屋内で使用することを前提にしておりま

す。入出力線が屋外に出る場合は、雷害対策を施してください。雷害対策については、

接続例に記載の「ご注意」をご参照ください。 
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ＬＥＤ表示部（本体表面）                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種別 名称 説明 

警報状態 

余裕 超過警報の非発生時に点灯（緑色） 

超過 超過警報の発生時に点灯（赤色） 

注意 注意警報の発生時に点灯（赤色） 

遮断 遮断警報の発生時に点灯（赤色） 

指定値 指定値警報の発生時に点灯（赤色） 

限界 限界警報の発生時に点灯（赤色） 

高負荷 高負荷警報の発生時に点灯（赤色） 

負荷遮断 Ａ～Ｐ 各負荷遮断回路の遮断時に点灯（赤色） 

装置異常 

停電 停電時時限に点滅（赤色） 

異常 装置動作停止時に点灯、装置周辺機器異常時に点滅（赤色） 

電池 電池消耗時に点灯（赤色） 

運転状態 

時間帯 時間帯運転時に点灯（赤色） 

スケジュール スケジュール運転時に点灯（赤色） 

パルス 受電パルス入力時に点滅（緑色） 
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プリンタ部（本体表面ジャーナルプリンタ）             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構成 名称 説明 

  ① ＦＥＥＤボタン 紙送りを行います。 

② ＳＴＡＴＵＳ ＬＥＤ 主にプリンタのエラー状態を表します。 

③ マニュアルカッター 紙のカットを行います。 

④ ペーパーカバー 内部に用紙を納めます。 

⑤ ペーパーカバーオープンレバー 
印字用紙をセットする時に、このレバーを引く

とペーパーカバーが開きます。 

 

製品出荷時にはキズ、汚れ等を防止する為、装置内部に印字用紙はセットされておりません。 

装置を使用する前に付属の印字用紙を装着してください。 

 

 

 

  

③ 

④ 

① 

② 

⑤ 
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プリンタ内部構造                         

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構成 名称 説明 

  ① サーマルヘッド 印字用紙に文字やグラフデータを印字します。 

② ペーパーエンドセンサ 
用紙の有無を検出します。このセンサが紙無し

の状態を検出すると印字を停止します。 

③ 紙送りローラー 
印字（サーマル）ヘッドとの摩擦力で用紙を送

ります。 

 

  

② 

③ 

① 
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装置仕様                               

一般仕様                              

 

項目 仕様 

名 称 デマンドコントロール装置 スーパーマックス８０８ 

形 名 ＲＳＭ－８０８ 

電 源 ＡＣ１００Ｖ（９０～１１０Ｖ） ５０／６０Ｈｚ共用 

消 費 電 力 ５０ＶＡ以下 

接 地 Ｄ種接地 

停 電 補 償 リチウム電池、累計停電時間３年（データ保持、時計歩進を補償） 

時 計 精 度 
電源周波数同期方式 電源同期周波数精度による 

クォーツ同期方式 月差±60秒以内 

使 用 環 境 ０～＋５０℃、４０～８０％ＲＨ（非結露時） 

雰 囲 気  腐食性ガスのない場所、一般工業計器並 

取 付 方 法 据置型、埋込型兼用 

外 形 寸 法 ４００（Ｗ）×２８０（Ｈ）×２３９．３（Ｄ） 

質 量 １４ｋｇ以下 

 

デマンド入力部                           

 

項目 仕様 

電 力 量 パ ル ス ４点 無電圧ａ接点または、オープンコレクタ、ＤＣ３５Ｖ以下 

対応パルス：５０，０００ｐｕｌｓｅ／ｋＷｈ以下、 

 パルス幅１０ｍｓ以上、パルス周期２０ｍｓ以上 

Ｎｏ．１：受電パルス 

Ｎｏ．２：フィーダパルス、またはＮｏ．１との合成用パルス 

Ｎｏ．３：フィーダパルス 

Ｎｏ．４：フィーダパルスまたは無効電力量パルス 

（Ｎｏ．２～４は状態入力も可） 

外 部 同 期 

（デマンドスタート） 

１点 無電圧 a接点または、オープンコレクタ ＤＣ３５Ｖ以下 

パルス幅６０ｍｓｅｃ以上 

警 報 音 停 止  １点 無電圧 a接点または、オープンコレクタ ＤＣ３５Ｖ以下 

パルス幅６０ｍｓｅｃ以上 
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出力部                               

 

項目 仕様 

デ マ ン ド 警 報  ７回路（超過、注意、遮断、指定値、限界、高負荷、ブザー） 

無電圧ａ接点 ＡＣ２２０Ｖ ２Ａ（抵抗負荷） 

／ＤＣ３０Ｖ ２Ａ（抵抗負荷） 

各警報発生時にＯＮ 

（ブザー警報出力は警報ブザー音に完全連動してＯＮ／ＯＦＦ） 

負 荷 遮 断 １６回路（Ａ、Ｂ、Ｃ、・・・、Ｎ、Ｏ、Ｐ） 

無電圧ｃ接点 ＡＣ２２０Ｖ ５Ａ（抵抗負荷） 

        ／ＤＣ３０Ｖ ３Ａ（抵抗負荷） 

 各回路の負荷遮断発生時にＯＮ 

時限パルス出力 １回路 

無電圧ａ接点 ＡＣ２２０Ｖ ２Ａ（抵抗負荷） 

        ／ＤＣ３０Ｖ ２Ａ（抵抗負荷） 

 時限更新時にＯＮパルスを出力 

停 電 ／ 異 常 １回路 

無電圧ｂ接点 ＡＣ２２０Ｖ ２Ａ（抵抗負荷） 

／ＤＣ３０Ｖ ２Ａ（抵抗負荷） 

装置異常・停電発生・電池異常時にＯＮ（ＮＯ：ノーマルオープン） 

音 声 出 力 １点 

コーン型スピーカ 

キー受付、警報の発生時の音声通知。（警報音の【入／切】の選択可） 
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通信部                               

 

項目 仕様 

Ｌ Ａ Ｎ 

（イーサネット、 

ホストＰＣ） 

通信速度 １０Ｍｂｐｓ／１００Ｍｂｐｓ 

（１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ） 

通信距離 １００ｍ（ＨＵＢ使用時のＨＵＢ間距離） 

４段で最大５００ｍ 

通信ケーブル モジュラコネクタ ８Ｐ８Ｃ（ＲＪ４５） 

ＵＴＰ カテゴリー５ ストレートケーブル 

ＲＳ－２３２Ｃ 

（外部ターミナル 

プリンタ） 

通信速度 １９２００ｂｐｓ 

データ形式 スタートビット１ｂｉｔ、データビット８ｂｉｔ、 

ストップビット１ｂｉｔ、パリティなし 

通信ケーブル Ｄ－ＳＵＢ９Ｐ（メス）－Ｄ－ＳＵＢ２５Ｐ（オス） 

クロスケーブル ３ｍ 

Ｒ Ｓ － ４ ８ ５  

（入出力ユニット） 

通信速度 ９６００ｂｐｓ 

１２００ｂｐｓ ※遠隔表示器用伝送時 

データ形式 スタートビット１ｂｉｔ、データビット８ｂｉｔ、 

ストップビット１ビット、パリティなし 

スタートビット１ｂｉｔ、データビット８ｂｉｔ、 

ストップビット１ｂｉｔ、偶数パリティ 

※遠隔表示器用伝送時 

通信距離 最大１２００ｍ 

通信ケーブル ＦＣＰＥＶ または ＣＰＥＶ－Ｓ φ０．９ １Ｐ 

接続端末器数 ＲＳ４８５（パルス）入力端末器：最大８台 

ＲＳ－４８５アナログ入力端末器：最大４台 

ＲＳ－４８５電力量計（Ｃ－ＥＭ）：最大３２台 

ＲＳ４８５出力端末器：最大８台 

（但し、全端末器総数では最大３２台） 

ホスト装置：１台 ※遠隔表示器用伝送時 

Ｕ Ｓ Ｂ 

（ＵＳＢメモリ） 

規格・機能 ＵＳＢ２．０ ホスト機能 

用途 ＵＳＢフラッシュメモリ接続用 
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表示・操作部                            

 

項目 仕様 

タ ッ チ パ ネ ル  

カ ラ ー Ｌ Ｅ Ｄ  

１個 

 １０．４インチ、薄膜抵抗式タッチパネルディスプレイ、 

ノングレア処理 

各計測／設定データの表示／操作 

Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ  警報状態 緑色１個（余裕） 

 超過警報の非発生時に点灯 

赤色６個（超過、注意、遮断、指定値、限界、高負荷） 

 各警報発生時に点灯 

負荷遮断 赤色１６個（Ａ、Ｂ、Ｃ、・・・、Ｎ、Ｏ、Ｐ） 

 各負荷遮断回路の遮断時に点灯 

装置異常 赤色３個（停電、異常、電池） 

 停電：停電時時限に点滅 

 異常：装置動作停止時に点灯、装置周辺機器異常時に

点滅 

 電池：電池消耗時に点灯 

運転状態 赤色２個（時間帯、スケジュール） 

 時間帯：時間帯運転時に点灯 

 スケジュール：スケジュール運転時に点灯 

緑色１個（パルス） 

 受電パルスの入力時に点滅 
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デマンド処理                            

 

項目 仕様 

デ マ ン ド 時 限  ３０分、または６０分を選択 

時 限 方 式 時刻同期方式、または外部同期方式を選択 

時 計 同 期 方 式  電源周波数同期方式、またはクォーツ同期方式を選択 

目標電力管理方式 固定型、変動型、月別（固定型）から選択 

制 御 サ イ ク ル  ３０秒 

遮 断 方 式 優先方式、またはサイクリック方式を選択 

遮 断 順 位 任意に設定 

警 報 超過、注意、遮断、指定値、限界、高負荷、ブザー、停電／異常 

時 間 設 定 

サンプリング時間 前・中・後期について「１～５」分を任意に設定 

警報ロック時間 「０～デマンド時限」分を設定 

最小負荷遮断時間 「０～デマンド時限－１」分を設定 

複数負荷遮断時間 「０～デマンド時限」分を設定 

時間帯管理 

１２時間帯、１６パターン、年間カレンダ対応 

（外部同期方式時も有効） 

時間帯：Ｐ、ＯＰ、Ｎ、ＭＮ、Ｌ、ＬＬＤ、 

ＥＸ１～６ 

パターン：Ｎｏ．１～１６ 

夜間率時間帯 

任意の時間帯（Ｐ、ＯＰ、Ｎ、ＭＮ、Ｌ、ＬＬＤ、 

ＥＸ１～６）から複数選択可、または固定時間帯

を設定 

負荷率算定時間帯 開始／終了時刻を「０～２４」時で設定 

平均力率算定時間帯 開始／終了時刻を「０～２４」時で設定 

スケジュール制御 
４時間帯、１６パターン、年間カレンダ対応、デ

ューティ運転対応 
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データ保存（本体メモリ）                      

 

項目 仕様 

受 電 デ ー タ  

受電日報 １３ヶ月分（当月＋過去１２ヶ月） 

受電月報 最大３６ヶ月分（当月含む過去３６ヶ月） 

受電月推移 １３ヶ月分（当月＋過去１２ヶ月） 

受電年報 ３年分（当年＋過去２年） 

受電年推移 １０年分（過去１０年） 

デマンドグラフ 

（短時間電力付き） 

２０時限分（現時限予測、前時限、当日最大時限、

前日最大時限、当月最大時限、過去１２ヶ月最大

時限、当年最大時限、前年最大時限、前々年最大

時限） 

５分デマンド 

トレンドグラフ 

１８日分（当日、前日、当月最大日、過去１２ヶ

月最大日、当年最大日、前年最大日、前々年最大

日） 

日デマンドグラフ １３ヶ月分（当月＋１２ヶ月） 

月デマンドグラフ 最大３６ヶ月分（当月含む過去３６ヶ月） 

月デマンド度数グラフ ２ヶ月分（当月＋前月） 

年デマンドグラフ ３年分（当年＋過去２年） 

年推移デマンドグラフ １０年分（過去１０年） 

年デマンド度数グラフ ２年分（当年＋前年） 

日時間帯別集計 １３ヶ月分（当月＋過去１２ヶ月） 

月時間帯別集計 最大３６ヶ月分（当月含む過去３６ヶ月） 

年時間帯別集計 ３年分（当年＋過去２年） 

年推移時間帯別集計 １０年分（過去１０年） 

フィーダデータ 

日報 ２ヶ月分（当月＋前月） 

月報 ２ヶ月分（当月＋前月） 

年報 ３年分 

履 歴 デ ー タ  

停復電履歴 最新５０点 

外部同期による 

時計変更履歴 
最新１０点 

デマンド警報履歴 最新１０００点 

負荷制御履歴 最新１０００点 

デマンド制御実績 １３ヶ月（当月＋１２ヶ月） 

負荷制御実績 ２時限分（現時限＋前時限） 

目標電力切替履歴 最新５０点 

状態監視履歴 最新１０００点 
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項目 仕様 

保 守 デ ー タ  

基本設定履歴 最新１０点 

制御定数設定履歴 最新１０点 

時限パルス出力 

設定履歴 
最新１０点 

時間帯設定履歴 最新１０点 

夜間率設定履歴 最新１０点 

スケジュール制御 

設定履歴 
最新１０点 

ユニット設定履歴 最新１０点 

ＬＡＮ設定履歴 最新１０点 

印字設定履歴 最新１０点 

環境設定履歴 最新１０点 

デマンドスタート履歴 最新１０点 

接点出力操作履歴 最新１０点 

設 定 デ ー タ  

時計設定、基本設定、制御定数設定、時限パルス出力設定、時間帯設定、夜

間率設定、スケジュール制御設定、ユニット設定（ＲＳ－４８５端末器）、

ＬＡＮ設定、印字設定、環境設定 

 

ＵＳＢメモリファイル                        

 

項目 仕様 

計 測 デ ー タ 
受電日報、受電月報、受電年報、フィーダ日報、フィーダ月報、フィーダ

年報 

メ ン テ ナ ン ス  

デ ー タ 

システム情報（装置情報）、停復電履歴、外部同期による時計変更履歴、

デマンド警報履歴、負荷制御履歴、デマンド制御実績、目標電力切換履歴、

状態監視履歴、デマンド詳細データ、時計設定履歴、基本設定履歴、制御

定数設定履歴、時限パルス出力設定履歴、時間帯設定履歴、夜間率設定履

歴、スケジュール制御設定履歴、ユニット設定履歴、ＬＡＮ設定履歴、印

字設定履歴、環境設定履歴、デマンドスタート履歴 

設 定 デ ー タ 
基本設定、制御定数設定、時限パルス出力設定、時間帯設定、夜間率設定、

スケジュール制御設定、ユニット設定、ＬＡＮ設定、印字設定、環境設定 
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操作                                

 

項目 仕様 

シ ス テ ム 操 作  

初期化 

全設定データ、及び全計測データを初期化する 

※ 時計設定、ＬＡＮ設定、保守用設定（ＵＳＢ・

ＩＤ設定）を除く 

計測初期化 
全計測データを初期化する 

※ 全設定データを除く 

デマンド 

スタート 

設定パラメータを更新し、デマンドゼロスタート

を行う 

負荷制御操作 

手動で本体の負荷遮断出力：Ａ～Ｐ、及び出力端

末器の負荷遮断出力：Ａ～Ｐ（出力端末器を使用

時）を操作する 

 自動、手動遮断、手動復帰 

接点出力操作 

手動で本体の警報他の各種接点出力情報（超過、

注意、遮断、指定値、限界、高負荷、ブザー、時

限パルス、停電／異常）を操作する 

自動、手動発生、手動解除 

Ｕ Ｓ Ｂ 操 作 

データ読み出し 
本体からＵＳＢメモリへの、計測データ、メンテ

ナンスデータ、設定データ読み出しを行う 

設定データ書き込み 
ＵＳＢメモリから本体への、設定データ書き込み

を行う 

画面コピー作成 
本体表示画面のハードコピーを、ｇｉｆファイル

でＵＳＢメモリへ保存する 

ソフトアップデート 

（保守用） 
システムソフトウェアのアップデートを実行する 

ＵＳＢメモリ取り出し ＵＳＢメモリの取り出し処理（アンマウント）を行う 
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自動印字                              

 

 ＜内蔵ジャーナルプリンタ印字＞ 

項目 仕様 

同 期 関 係 印 字  電源投入印字、時刻設定、日替わり、停電時間、デマンドスタート 

デマンド関係印字 
デマンド、負荷制御、デマンド制御実績、限界警報、負荷制御操作、スケ

ジュール運転 

集 計 印 字 

受電日報、受電月報、受電年報、フィーダ日報、フィーダパルスグループ

日報、フィーダ月報、フィーダパルスグループ月報、フィーダ年報、フィ

ーダパルスグループ年報 

エ ラ ー 印 字 
外部同期未到達、ターミナルプリンタ異常、ＲＳ－４８５通信異常、受電

パルス無計量異常、電池異常 

 

＜外部ターミナルプリンタ印字＞ 

項目 仕様 

集 計 印 字 電力日報、電力月報、電力年報 

 

操作印字                              

 

 ＜内蔵ジャーナルプリンタ印字＞ 

項目 仕様 

設 定 印 字 

基本設定、制御定数設定、時限パルス出力設定、時間帯設定、夜間率設定、

スケジュール制御設定、ユニット設定（本体フィーダ＋ＲＳ４８５端末

器）、ＬＡＮ設定、印字設定、環境設定 

集計データ印字 

分析データ、受電日報、受電月報、受電年報、日デマンドグラフ、月デマ

ンドグラフ、年デマンドグラフ、月デマンド度数グラフ、年デマンド度数

グラフ、デマンド年推移、日時間帯別集計、月時間帯別集計、年時間帯別

集計、時間帯別年推移、フィーダ日報、フィーダ月報、フィーダ年報、デ

マンド制御実績、 

 

＜外部ターミナルプリンタ印字＞ 

項目 仕様 

集計データ印字 電力日報、電力月報、電力年報 
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機能                                

 

１．デマンド監視制御機能 

①電力の使用状況を常時監視し、現在の電力使用状況から時限毎のデマンドを予測し、管理

目標電力に対して超過が予想されるときに警報を発するとともに、負荷制御の必要が生じ

たときには、あらかじめ設定された制御方式に従って自動的に負荷の遮断／復帰を行いま

す。 

負荷遮断回路として本体１６回路、および関連機器である出力ユニットを使用することで

本体回路に連動した最大６４回路の遠隔制御が可能となります。 

 

②時間帯別のデマンド管理が１２時間帯、１６パターン、年間カレンダー対応まで行えます。 

記号 Ｐ ＯＰ Ｎ ＭＮ Ｌ ＬＬＤ 

時間帯 ピーク 昼間 夜間 深夜 軽負荷 最低負荷 

記号 ＥＸ１ ＥＸ２ ＥＸ３ ＥＸ４ ＥＸ５ ＥＸ６ 

時間帯 その他１ その他２ その他３ その他４ その他５ その他６ 

 

２．スケジュール制御機能 

４時間帯、１６ターン、年間カレンダー対応の負荷制御および負荷をデューティ制御させる

ことができます。 

 

３．Ｗｅｂブラウザ機能 

ネットワーク機能に対応し、ＬＡＮ（イーサネット）経由でパソコンのＷｅｂブラウザ（Ｉｎｔ

ｅｒｎｅｔ Ｅｘｐｌｏｒｅｒ® ８以上、またはＦｉｒｅｆｏｘ）で計測データ／履歴の表示

や設定、および計測データダウンロードなどが可能です。 

 

４．ＵＳＢ機能 

正面パネル左下カバー内のＵＳＢコネクタに市販のＵＳＢメモリを差込み、計測データ、設

定データ、およびメンテナンス情報のＵＳＢメモリへの読出しと、ＵＳＢメモリから本体へ

の設定データ書込みが行えます。 

 

５．印字機能 

内蔵ジャーナルプリンタ、及び関連機器である外部ターミナルプリンタを本体に接続するこ

とで、時限終了時デマンド／電力日報／月報／年報等の電力管理に必要な計測データと設定

データの印字が行えます。 

 

６．フィーダ管理 

関連機器である入力ユニットを使用することにより、パルス入力や状態監視入力、アナログ

入力、電力量計入力による最大６４点の計測や、表示および日報／月報の印字ができます。 
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画面一覧表（本体、Ｗｅｂ画面）                  

 

本体画面のみ     

ＵＳＢ ┳ ＵＳＢメモリ取出し     

 ┣ ソフトアップデート     

 ┣ 設定データ書き込み     

 ┣ データ読み出し     

 ┗ 画面コピー作成     

 

メニュー ┳ グラフ ━━━━━━━ ┳ デマンド予測グラフ   

 ┃ 

┃ 

 ┣ 

┃ 

５分デマンドトレンド 

グラフ 

  

 ┃  ┣ 日デマンドグラフ   

 ┃  ┣ 月デマンドグラフ   

 ┃  ┣ 年デマンドグラフ   

 ┃  ┣ 年推移デマンドグラフ   

 ┃  ┣ 月デマンド度数グラフ   

 ┃  ┗ 年デマンド度数グラフ   

 ┃      

 ┣ 受電 ━━━━━━━━ ┳ 受電日報   

 ┃  ┣ 受電月報   

 ┃  ┣ 受電年報   

 ┃  ┣ 受電年推移   

 ┃  ┣ 月時間帯別集計   

 ┃  ┣ 年時間帯別集計   

 ┃  ┣ 年推移時間帯別集計   

 ┃  ┣ デマンドモニタ   

 ┃  ┗ 時間帯別モニタ   

 ┃      

 ┣ フィーダ ━━━━━━ ┳ フィーダ日報   

 ┃  ┣ フィーダ月報   

 ┃  ┣ フィーダ年報   

 ┃ 

┃ 

 ┣ 

┃ 

フィーダパルス 

グループ日報 

  

 ┃ 

┃ 

 ┣ 

┃ 

フィーダパルス 

グループ月報 

  

 ┃ 

┃ 

 ┣ 

┃ 

フィーダパルス 

グループ年報 

  

 ┃  ┗ フィーダモニタ   

 ┃      

 ┣ 履歴 ━━━━━━━━ ┳ デマンド警報履歴   

 ┃  ┣ 負荷制御履歴   

 ┃  ┣ 目標電力切替履歴   

 ┃  ┣ デマンド制御実績   

 ┃  ┣ 負荷制御実績   

 ┃  ┣ 状態監視履歴   

 ┃  ┣ 停復電履歴   

 ┃  ┣ デマンドスタート履歴   

 ┃  ┗ 外部同期変更履歴   

 ┃      

 ┣ 印字(本体のみ) ━━━ ┳ 印字１   

 ┃  ┣ 印字２   

 ┃  ┗ 印字３   

 ┃      
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 ┣ 操作 ━━━━━━━━ ┳ 負荷制御操作   

 ┃  ┣ 接点出力操作   

 ┃  ┣ デマンドスタート操作   

 ┃  ┣ 初期化操作   

 ┃  ┣ 計測値初期化操作   

 ┃ 

┃ 

 ┗ 計測データダウンロード 

(ブラウザ画面のみ) 

 

 ┃      

 ┣ 設定 ━━━━━━━━ ┳ 時計設定   

 ┃  ┃    

 ┃  ┣ 基本設定 ━━━━━ ┳ 設定１ 

 ┃  ┃  ┣ 設定２ 

 ┃  ┃  ┣ 非稼働日 

 ┃  ┃  ┗ 祝日 

 ┃  ┃    

 ┃  ┣ 制御定数設定 ━━━ ┳ 制御定数 

 ┃  ┃  ┗ 負荷制御 

 ┃  ┃    

 ┃  ┣ 時限パルス出力設定   

 ┃  ┃    

 ┃  ┣ 時間帯設定 ━━━━ ┳ 設定１ 

 ┃  ┃  ┣ 設定２ 

 ┃  ┃  ┗ 設定３ 

 ┃  ┃    

 ┃  ┣ 夜間率設定   

 ┃  ┃    

 ┃  ┣ スケジュール制御設定 ┳ 設定１ 

 ┃  ┃  ┗ 設定２ 

 ┃  ┃    

 ┃  ┣ ユニット設定 ━━━ ┳ ユニット設定 

 ┃  ┃  ┣ 計測ポイント 

 ┃  ┃  ┗ 計測設定 

 ┃  ┃    

 ┃  ┣ ＬＡＮ設定   

 ┃  ┃    

 ┃  ┣ 印字設定 ━━━━━ ┳ 設定１ 

 ┃  ┃  ┣ 設定２ 

 ┃  ┃  ┣ 設定３ 

 ┃  ┃  ┗ 設定４ 

 ┃  ┃    

 ┃  ┗ 環境設定 ━━━━━ ┳ 設定１ 

 ┃    ┗ 設定２ 

 ┃      

 ┣ 保守 ━━━━━━━━ ┳ 設定変更履歴   

 ┃  ┗ 接点出力操作履歴   

 ┃      

 ┗ システム ━━━━━━ ┳ システム情報   

   ┃ エラー情報   

   ┗ 負荷遮断状態   

       

  



 30 

本装置の基本動作・演算制御について                

基本動作（概要）                         

 

１．デマンド時限の開始から現在電力「Ｐｔ」（使用電力の積算値）と目標現在電力「Ｐｒ」（理

想使用電力の積算値）を比較し、Ｐｔ ≧ Ｐｒの場合には注意警報を発します。 

２．デマンド時限終了時の予測電力「Ｑ」を算出し、予測電力「Ｑ」を目標電力「Ｒ」に一致

させるために、残り時間「（Ｔ－ｔ）」の平均使用電力を調整電力「Ｕ」として表示します。 

３．調整電力「Ｕ」が超過の場合には、あらかじめ定められた制御方式に従って、遮断警報を

発し負荷を遮断します。 

４．調整電力が余裕になると、あらかじめ設定した制御方式にしたがって負荷を復帰させます。 

５．デマンド時限終了時には、全ての負荷を３秒間隔で復帰させます。 
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演 算                              

 

１．目標電力（ｋＷ） 

・管理目標値として設定させた電力値を表示します。 

・年間固定目標電力の場合 

あらかじめ、設定された目標電力がそのまま目標電力となります。 

・目標電力変動型の場合 

その月の最大デマンド値と前１１カ月の最大デマンド値のうち、最も大きい値に目標電力 

乗率（％）を乗じた値が翌月の目標電力となります。 

（但し、契約電力を越えた場合は契約電力の値を年最大デマンドとします。） 

  目標電力＝年最大デマンド値×目標電力乗率（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、本装置を導入して１年にみたない場合は、導入後から当月までに発生した最大デマ

ンド値と月最大デマンドデータの設定により、入力された最大デマンド値を過去１１カ月

分のデータとして使用します。 

 

２．目標現在電力（ｋＷ） 

・目標電力を最終値とし、現時点における管理目標値を約５秒毎に更新して表示します。 

 

      目標現在電力＝          ×経過時間（秒）＋初期電力 

 

３．現在電力（ｋＷ） 

・デマンド時限開始時から現在までのデマンド値を約５秒毎に更新します。 

 

      現在電力＝パルス重み×パルス積算値× 

 

      パルス重み＝  

 

 

  

７  ８  ９  10  11  12  １  ２  ３  ４  ５  ６  ７  ８  ９ 

各月の最大デマンド

年最大デマンド値 

 

目標電力－初期電力 

デマンド時限（秒） 

デマンド時限（分） 

６０ 

合成変成比（ＣＴ比×ＶＴ比） 

パルス定数 
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４．予測電力（ｋＷ） 

・デマンド時限開始後の電力使用状況により、デマンド終了時に予測される電力値を表示し、

３０秒毎に更新されます。 

 

      予測電力＝現在電力＋              ×残り時間（分） 

 

ａ．サンプリング時間⊿ｔ：デマンド時限を前、中、後期に３等分し、各々について予め

任意の値（１～５分）に設定します。（３０秒毎にこの時間幅

でパルス積算値をサンプリング。） 

ｂ．初期電源投入時は、経過時間前のサンプリング時間の電力量は０とみなします。 

ｃ．時限開始時は、経過時間前のサンプリング時間の電力量は前時限の電力量を使用しま

す。 

・デマンドファジィ予測演算の設定が有りの場合、予測電力の演算は上記通常演算とは異な

ります。ファジィ演算は通常演算に対して予測電力の急激な変化を抑え、超過警報と遮断

警報の発生／解除の頻発を防止する働きをします。（初期設定値はファジィ有り。） 

 

５．調整電力（ｋＷ） 

・デマンド時限終了時の予測電力を、目標電力に一致させるために、必要な電力値を表示し、

３０秒毎に更新されます。 

 

      調整電力＝          ×デマンド時限（分） 

 

調整電力＜０（予測電力＜目標電力）の時 余裕 → 制御しなくてもよい（稼働復帰

可能な）負荷容量 

   調整電力≧０（予測電力≧目標電力）の時 超過 → 制御（遮断）が必要な負荷容量 

 

６．残り時間（分、秒） 

・現在時刻からデマンド終了までの時間（分、秒）をデマンド時限～００分００秒（デマン

ド終了時）で表示します。 

 

     残り時間（分、秒）＝デマンド時限Ｔ－経過時間ｔ 

 

７．短時間電力（ｋＷ） 

・３０秒間毎の電力変化量を１時間換算して表示します。 

 

      短時間電力＝           ×３６００（秒） 

 

  

過去⊿ｔ分間の電力変化

 サンプリング時間⊿ｔ（分） 

予測電力－目標電力 

残り時間（分） 

３０秒間の電力変化 

３０（秒） 



 33 

警報と負荷制御                          

 

＜警報表示＞ 

・超過…超過警報表示…超過警報発生時に点灯します。 

・注意…注意警報表示…注意警報発生時に点灯します。 

・遮断…遮断警報表示…遮断警報発生時に点灯します。 

・指定値…指定値警報表示…指定値警報発生時に点灯します。 

・限界…限界警報表示…限界警報発生時に点灯します。 

・高負荷…高負荷警報表示…高負荷警報発生時に点灯します。 

・停電…装置停電表示 

…通電中や停電直後は消灯しており、復電後そのデマンド時限の終了時まで点滅しま

す。 

・異常…装置異常表示 

…外部同期信号が未到達の時に点滅します。 

内蔵ジャーナルプリンタ、外部ターミナルプリンタ、ＲＳ－４８５通信、無計量異

常、装置内通信（対メインＣＰＵ通信）の各々に異常がある時に点滅します。 

装置に異常があった時に点灯します。 

・電池…電池異常表示 

…データバックアップ用リチウム電池に異常があった時に点灯します。 

 

 ＜警報演算＞ 

１．超過警報（３０秒毎に演算、表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．注意警報（３０秒毎に演算、表示） 

 

 

 

 

 

 

  

  
条 件 

処  理 

注意警報表示ＬＥＤ  注意警報外部出力 警報音※ 

発生 現在電力≧目標現在電力 点灯 ＯＮ 
ブザー音：５秒間鳴動 

音声案内：１回通知 

解除 現在電力＜目標現在電力 消灯       ＯＦＦ － 

※警報音対象設定が「非対象」では警報音は出力されません。 

  条 件 
処  理 

超過警報表示 LED  超過警報外部出力 警報音※ 

発生 予測電力≧目標電力 点灯 ＯＮ 
ブザー音：５秒間鳴動 

音声案内：１回通知 

解除 予測電力＜目標電力 消灯 ＯＦＦ － 

※警報音対象設定が「非対象」では警報音は出力されません。 

※超過警報は、警報ロック時間の間も表示／出力されます。 
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３．遮断警報（３０秒毎に演算、表示） 

 条 件 

処  理 

遮断警報表示 

ＬＥＤ 
遮断警報外部出力 警報音※ 負荷遮断出力 

発生 

現在電力≧目標現在電力 

点灯 ＯＮ 
ブザー音：１０秒間鳴動 

音声案内：１回通知 

遮断 

（＋１回路） 
かつ 

調整電力（超過）≧遮断電力 

解除 

上記以外の時 
消灯 ＯＦＦ － （不変） 

（発生条件がなくなった時） 

現在電力＜目標現在電力 

消灯 ＯＦＦ － 
復帰 

（－１回路） 
かつ 

調整電力（余裕）≧復帰電力 

※警報音対象設定が「非対象」では警報音は出力されません。 

・遮断負荷数として設定された回路をすべて遮断した後でもブザー出力されます。 

 

４．指定値警報（５秒毎に演算、表示） 

  
条 件 

処  理 

指定値警報表示ＬＥＤ  指定値警報外部出力 警報音※ 

発生 現在電力≧指定電力 点灯 ＯＮ 

ブザー音：５秒間鳴動 

音声案内：１回通知 

（発生時初回のみ） 

解除 時限終了時 消灯       ＯＦＦ － 

※警報音対象設定が「非対象」では警報音は出力されません。 

※指定値警報は、警報ロック時間の間も表示／出力されます。 

 

 

・指定電力＝目標電力× 

 

５．限界警報（５秒毎に演算、表示） 

 条 件 
処  理 

限界警報表示ＬＥＤ 限界警報外部出力 警報音※ 

発生 現在電力≧限界電力 点灯 ＯＮ 
ブザー音：連続鳴動 

音声案内：連続通知 

解除 時限終了時 消灯 ＯＦＦ － 

※警報音対象設定が「非対象」では警報音は出力されません。 

※限界警報は、警報ロック時間の間も表示／出力されます。 

 

・限界電力＝目標電力× 

  

指定電力（％） 

１００（％） 

限界電力（％） 

１００（％） 
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６．高負荷警報（３０秒毎に演算、表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・５分電力＝過去５分間の電力変化× 

 

 

・高負荷電力＝目標電力＋（目標電力×         ） 

 

 条 件 
処  理 

高負荷警報表示ＬＥＤ 高負荷警報外部出力 警報音※ 

発生 ５分電力≧高負荷電力 点灯 ＯＮ 
ブザー音：５秒間鳴動 

音声案内：１回通知 

解除 ５分電力＜高負荷電力 消灯 ＯＦＦ － 

※警報音対象設定が「非対象」では警報音は出力されません。 

※高負荷警報は、警報ロック時間の間も表示／出力されます。 

 

６０（分） 

５（分） 

高負荷容量（％） 

１００（％） 
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接点出力動作                           

警報出力                             

 

１．超過警報出力 

・超過警報発生時に、外部接点出力が接点ＯＮとなり、警報音を出力します。 

（ブザー：５秒間鳴動、音声案内：１回） 

・超過警報が解除された時に、外部接点出力は接点ＯＦＦとなります。 

・超過警報出力は、警報ロック出来ません。 

・警報音対象設定が「切」の時は、警報音は出力されません。 

２．注意警報出力 

・注意警報発生時に、外部接点出力が接点 ONとなり、警報音を出力します。 

（ブザー：５秒間鳴動、音声案内：１回） 

・注意警報が解除された時に、外部接点出力は接点ＯＦＦとなります。 

・警報ロック設定時間帯は、外部接点出力および警報音は出力されません。 

・警報音対象設定が「切」の時は、警報音は出力されません。 

３．遮断警報出力 

・遮断警報発生時に、外部接点出力が接点ＯＮとなり、警報音を出力します。 

（ブザー：１０秒間鳴動、音声案内：１回） 

・遮断警報が解除された時に、外部接点出力は接点ＯＦＦとなります。 

・警報ロック設定時間帯は、外部接点出力および警報音は出力されません。 

・警報音対象設定が「切」の時は、警報音は出力されません。 

４．指定値警報出力 

・指定値警報発生時に、外部接点出力が接点 ONとなり、警報音を出力します。 

（警報音は時限内の発生時初回のみ、ブザー：５秒間鳴動、音声案内：１回） 

・指定値警報が解除された時（時限終了時）に、外部接点出力は接点ＯＦＦとなります。 

・指定値警報出力は、警報ロック出来ません。 

・警報音対象設定が「切」の時は、警報音は出力されません。 

５．限界警報出力 

・限界警報発生時に、外部接点出力が接点ＯＮとなり、警報音を出力します。 

（ブザー：連続鳴動、音声案内：連続） 

・限界警報が解除された時（時限終了時）に、外部接点出力は接点ＯＦＦとなり、警報音は

停止します。 

・限界警報出力は、警報ロックできません。 

・警報音対象設定が「切」の時は、警報音は出力されません。 
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６．高負荷警報出力 

・高負荷警報発生時に、外部接点出力が接点ＯＮとなり、警報音を出力します。 

（ブザー：５秒間鳴動、音声案内：１回） 

・高負荷警報が解除された時に、外部接点出力は接点ＯＦＦとなります。 

・高負荷警報出力は、警報ロック出来ません。 

・警報音対象設定が「切」の時は、警報音は出力されません。 

７．ブザー警報出力 

  ・各警報発生時のブザー音鳴動時間に連動して、外部接点出力が接点ＯＮとなります。 

・警報音選択設定を「音声」にした場合でも、ブザー音鳴動相当時間の出力が行われます。 

８．停電／異常警報出力 

  ・装置本体が停電中、または装置異常、電池異常が発生した時に、外部接点出力が接点ＯＮ

となります。（警報音は出力されません。） 

  ・装置本体が通電中、かつ装置異常、電池異常が解除された時に、外部接点出力は接点ＯＦ

Ｆとなります。 

・装置異常には、下記の各状態があります。 

①外部同期未到達 

②内蔵ジャーナルプリンタ異常 

③外部ターミナルプリンタ異常 

④ＲＳ－４８５通信異常 

⑤無計量異常（１時限の時間《３０分または６０分》以上、受電パルスが無計量の場合に

発生） 

⑥装置内通信異常（対メインＣＰＵ通信異常） 

⑦装置異常（ＷＤＴタイムアウト／動作停止） 

 

尚、超過／注意／遮断／指定値／限界／高負荷警報による警報音出力は、「警報音停止」接

点入力をＯＮにすることで停止出来ます。 

 

時限パルス出力                          

 

１．デマンド時限終了時に、外部接点出力が接点ＯＮのパルスを出力します。 

２．デマンドスタート操作、外部同期（遠方スタート）接点入力のＯＮ、時限を跨ぐ進み時刻

修正の各操作による時限更新時にも、同様に出力します。 

３．時限パルスは、下記設定項目に従って出力されます。 

①出力時間帯（時、分）：パルスを出力させる時間帯（この時間帯のみ出力） 

②ＯＮ出力時間（秒）：パルス出力の接点ＯＮ時間幅 

③時限同期遅延時間（分）：時限終了からパルス出力開始までの遅延時間 
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負荷遮断出力                           

 

１．遮断警報発生時には設定された遮断条件に従い、負荷遮断回路の遮断、復帰が行われます。

（回路の一つが遮断または復帰した後に、次の演算でさらに遮断警報発生または解除の条

件をみたす場合には、次の回路の遮断または復帰を行います。） 

２．負荷遮断回路の遮断、復帰の方式には「優先方式」と「サイクリック方式」の設定された

いずれか一方または、混在になります。 

  ・優先方式 

ａ）遮断順序と逆の順序で復帰が行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ）遮断順位が回路Ａ＜Ｂ＜Ｃ＜･･･＜Ｐの場合、デマンド時限の最初の遮断は回路「Ａ」

から行われます。 

ｃ）この遮断方式は遮断が行われた場合、「Ａ」の回路が一番遮断時間が長く、続いてＢ、

Ｃ･･･Ｐの順になります。 

  ・サイクリック方式 

   サイクリック方式はデマンド時限終了時に全回路遮断中かどうかによって多尐異なります。 

ａ）遮断順序と同じ順に復帰が行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遮断警報解除 

（復帰開始） 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ･
･
･

Ｐ 

遮断警報発生 

（遮断開始） 

時限終了時 

遮断警報解除 

（復帰開始） 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ･･･

Ｐ 

遮断警報発生 

（遮断開始） 

時限終了時 
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ｂ）デマンド時限の最初の遮断は、前時限の最終遮断回路の次の回路からになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ）時限終了時に全回路遮断中だった時、次時限は前時限の遮断開始回路の次の回路から

遮断を開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｄ）時限終了時に全回路遮断中だが、前時限の最中にいくつか回路が復帰していた時、次

時限では一番最後に遮断した回路の次の回路から遮断を開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ･
･
･

Ｐ 

遮断警報発生 

（遮断開始） 

時限終了時 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ･･･

Ｐ 

遮断警報発生 

（遮断開始） 
時限終了時 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ･･･

Ｐ 
遮断警報発生 

（遮断開始） 
時限終了時 
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３．サイクリック方式と優先方式が混在している時は、先に遮断する方式に設定された回路  

を遮断した後、もう一方の方式の回路を遮断します。遮断順位は同一方式内でのみ有効で

す。遮断・復帰方式の動作例は以下の様になります。 

  ・サイクリック方式→優先方式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・優先方式一サイクリック方式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．設定回路数をすべて遮断した後も、遮断警報の発生条件が継続されている時は、警報音の

出力を行います。 

（遮断出力は保持します。） 

５．設定回路数をすべて遮断した後に、遮断警報の発生条件がなくなった時（但し、遮断出力

解除条件を満たさないとき）には、警報音の出力は行いません。 

（遮断出力は保持します。） 

６．本体内蔵の負荷遮断回路数はＡ～Ｐの１６回路ですが、出力ユニット（ＲＳ４８５出力端

末器）を用いた遠隔負荷遮断出力を使うことで、本体内蔵の各回路に連動した負荷遮断回

路を最大６４回路まで増設することが出来ます。この増設回路は、基本的には設定により

本体内蔵回路Ａ～Ｐの何れかに連動した動作を行ないますが、時限終了時の強制復帰の際

の動作が若干異なります。 

本体内蔵回路は設定された遮断順位とは逆の順序で復帰して行きますが、出力ユニットに

よる増設回路では、連動させた本体回路とは無関係にユニットの物理ポート番号１から順

に復帰します。尚、何れの回路でも復帰の間隔は３秒置きです。 

Ａ 

Ｂ 
 

Ｃ･
･
･

Ｐ 

遮断警報解除 

（復帰開始） 

遮断警報発生 

（遮断開始） 

時限終了時 

サ
イ
ク
リ
ッ
ク 

 
 

優
先 

Ａ 

Ｂ 
 

Ｃ･･･

Ｐ 
遮断警報解除 

（復帰開始） 

遮断警報発生 

（遮断開始） 

時限終了時 

優
先 

 

サ
イ
ク
リ
ッ
ク 
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停電・復電時の動作                        

 

＜停電時＞ 

１．本装置の運転中に停電になった場合 

   ａ）現在のデマンド計測は停止します。 

   ｂ）表示、演算動作は停止します。 

   ｃ）現在までの全ての計測データ／設定データの保持と時計動作は、内蔵のリチウム電池

により補償されます。 

ｄ）外部接点出力（警報／負荷遮断出力）は、停電／異常出力以外は全て接点ＯＦＦとな

ります。 

 

＜復電時＞ 

１．電池ＬＥＤが消灯の場合（電池正常状態） 

   ａ）時限内停電のときは、現在電力とデマンド時限は、停電前の状態から再開します。 

   ｂ）停電時間が集計日時に及ぶときは、停電時のデマンドは時限終了とみなし、新たなデ

マンド処理と新たな集計日時の計測を開始します。 

   ｃ）負荷遮断中に停電したときは、停電前と同様に負荷遮断出力されます。 

   ｄ）負荷遮断中に次のデマンド時限を跨った停電のときは、新しいデマンド時限となるた

め、負荷遮断出力はされません。 

２．電池異常ＬＥＤが点灯の場合（電池消耗状態） 

   ａ）停電になる直前まで蓄積されていた計測データ／設定データは全て消え、時計動作も

補償されませんので、新たに各項目の設定、及びデマンドスタート操作を行う必要が

あります。 

 

※ 電気設備点検のために停復電を行う場合は、開閉サージの影響等により本装置の誤動作を

招く恐れがありますので、予め本装置の電源スイッチをＯＦＦにして実施してください。 
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外部同期動作                           

 

＜外部同期の基本動作＞ 

１．基本動作は時刻同期と同じ処理を行います。 

２．内部時計に合わせて００分と３０分時、または００分時に時限を終了／開始します。 

   （デマンド時限設定の３０分／６０分による。） 

３．外部同期信号が入力されると、内部時計を入力信号に合わせて調整します。 

４．計測を開始するには、時計設定と、デマンドスタート操作が必要となります。 

 

＜外部同期未到達エラー＞ 

１．時限パルスの入力後、デマンド時限＋５分間再入力されなかった時、外部同期未到達エ

ラーと判定します。 

２．外部同期未到達エラー検出時は、異常ＬＥＤを１秒点滅させ、装置情報を更新します。 

 

＜停電発生（復電時）のエラー動作＞ 

１．停電発生時は復電後、停電ＬＥＤを１秒点滅させ、次回時限終了時に消灯します。 

２．復電時に外部同期未到達エラーのエラー判定時間をリセットします。 

 

＜復電時の内部処理＞ 

１．復電処理は時刻同期と同じ処理を行います。 

２．時限内停電の場合、残り時間を算出し時限を継続します。 

３．時限外停電の場合、時限を終了します。また停電時の時限として記録後、残り時間を算

出して新たな時限を開始します。 

 

＜外部同期未到達エラーの履歴＞ 

１．時限パルスによる時刻変更が１０秒以上の場合、記録を最大１０件分残します。 

２．履歴はＵＳＢメモリにファイルとして記録します。 

３．履歴はリングバッファで管理し、１０件を超えたときは古い記録を最新の記録で上書き

します。 
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外形寸法図                            

本体外形図                            
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パネルカット寸法（本体埋め込み設置用）              

埋め込み設置を行う場所に下記パネルカット寸法で穴あけを行ってください。 

推奨板厚：2.3mm～3mm 

 

＜パネルカット寸法図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※埋め込み設置を行う場合は、本装置専用の「パネル埋め込み設置用金具（オプション）」が別途

必要となります。弊社営業窓口までお問い合わせください。 
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ターミナルプリンタ（オプション）                 

 

＜仕様＞ 

項目 仕様 

形 名 ＶＰ－１２００Ｕ 

印 字 方 式 インパクトドットマトリクス方式 

インターフェイス 

ＩＥＥＥ１２８４（Ｎｉｂｂｌｅモード）規格準拠双方向パラレルＩ／Ｆ、

ＵＳＢ Ｉ／Ｆ、ＲＳ－２３２Ｄ Ｉ／Ｆ 

（ＲＳ－２３２Ｄ Ｉ／Ｆを使用） 

使 用 環 境 
動作時：温度５～３５℃、湿度１０～８０％（非結露） 

保存時：温度－３０～６０℃、湿度０～８５％（非結露） 

外形寸法、質量 
５７０（Ｗ）×２７５（Ｄ）×１６４（Ｈ）ｍｍ（操作ノブ含む） 

約６．８ｋｇ 

電 源 ＡＣ１００Ｖ±１０％ 

消 費 電 力 

スリープモード時：約２．０Ｗ 

連続印刷平均：約３０Ｗ（ＩＳＯ／ＩＥＣ１０５６１ ＬＥＴＴＥＲパタ

ーン印刷時） 

印 字 用 紙 

用紙幅：１０１．６ｍｍ～４０６．４ｍｍ（４．０～１６インチ）※１ 

印字領域は１３６桁まで 

用紙長：１０１．６ｍｍ～５５８．８ｍｍ（４．０～２２インチ）※２ 

用紙厚：０．０６５ｍｍ～０．１０ｍｍ 

※１、２：この用紙幅と用紙長はＶＰ－１２００Ｕの印刷可能領域であり、ＳＭ－８０８で

の印字可能フォーマット領域ではありません。製品構成と付属品のページに記載

のＶＰ－１２００Ｕで印刷できる用紙の項目をご参照下さい。 

 

＜外形寸法図＞ 
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ＲＳ４８５出力端末器（オプション）                

 

＜仕様＞ 

項目 仕様 

形 名 ＲＮＵ―０１５ 

出 力 点 数 ８点（回路） 

接 点 定 格 
無電圧ａ接点 

ＡＣ２２０Ｖ １Ａ以下（抵抗負荷）、ＤＣ４８Ｖ １Ａ以下（抵抗負荷） 

インターフェイス 
ＲＳ４８５通信、４８００／９６００ｂｐｓ（９６００ｂｐｓで使用）、

伝送距離１．２ｋｍ 

自 動 制 御 
上位装置（デマンドコントロール装置等）からＲＳ４８５通信により 

リレー制御 

手 動 制 御 スライドスイッチによりリレー制御 

使 用 環 境 －１０～５５℃、９０％ＲＨ以下（非結露時） 

接 地 Ｄ種接地 

取 付 方 法 壁取付け 

外形寸法、質量 
１１０（Ｗ）×１５７（Ｈ）×５０．５（Ｄ）ｍｍ（突起部含まず） 

約０．４ｋｇ 

電源、消費電力 ＡＣ１００Ｖ±１０％ ５０／６０Ｈｚ １０ＶＡ以下 

 

＜外形寸法図＞ 
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＜電源端子台、通信端子台、終端抵抗スイッチ＞ 

 

 

 

 

端子記号 用途 説明 

Ｍ Ａ 、 Ｍ Ｂ 電源 
ＡＣ１００Ｖ±１０％／ＡＣ２００Ｖ±１０％ 

５０／６０Ｈｚ 

ＦＧ１、ＦＧ２ 接地 

Ｄ種接地線はＦＧ２に接続 

通常使用時、ＦＧ１とＦＧ２は短絡バーにより接続 

（ＦＧ１には内部耐雷素子接続） 

Ａ＋、Ｂ－、ＳＧ ＲＳ４８５通信 
Ａ＋、Ｂ－端子はＲＳ４８５通信用、ＳＧ端子はシス

テムホスト側でＤ種接地 

終 端 抵 抗 

（ ス イ ッ チ ）  
ＲＳ４８５終端 ＲＳ４８５用終端抵抗の入切用、終端の場合「ＯＮ」 

 

＜出力端子台＞ 

 

 

 

 

 

 

端子記号 用途 説明 

１ ／ ２ 出力端子 ＡＣ２２０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

Ｃ Ｏ Ｍ １ 共通コモン端子 端子１、端子２用共通端子 

３ ／ ４ 出力端子 ＡＣ２２０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

Ｃ Ｏ Ｍ ２ 共通コモン端子 端子３、端子４用共通端子 

５ ／ ６ 出力端子 ＡＣ２２０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

Ｃ Ｏ Ｍ ３ 共通コモン端子 端子５、端子６用共通端子 

７ ／ ８ 出力端子 ＡＣ２２０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

Ｃ Ｏ Ｍ ４ 共通コモン端子 端子７、端子８用共通端子 
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ＲＳ４８５入力端末器（オプション）                

 

 ＜仕様＞ 

項目 仕様 

形 名 ＲＮＵ―０１２ 

入 力 点 数 

８点 

パルス入力の場合 

 パルス幅 ：長パルス１秒以上／短パルス３０ｍｓ以上 

 パルス周期：長パルス２秒以上／短パルス６０ｍｓ以上 

 接続距離 ：３００ｍ 

カレントループの場合 

 カレントループ通信 １２００ｂｐｓ、接続距離：１００ｍ 

インターフェイス 
ＲＳ４８５通信、４８００／９６００ｂｐｓ（９６００ｂｐｓで使用）、 

伝送距離１．２ｋｍ 

使 用 環 境 －１０～５０℃、８５％ＲＨ以下（非結露時） 

接 地 Ｄ種接地 

取 付 方 法 壁取付け 

外形寸法、質量 
１１０（Ｗ）×１５７（Ｈ）×５０．５（Ｄ）ｍｍ（突起部含まず） 

約０．５ｋｇ 

電源、消費電力 
ＡＣ１００／２００Ｖ±１０％  ５０／６０Ｈｚ 

１０ＶＡ以下 

 

 ＜外形寸法図＞ 
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 ＜電源端子台、通信端子台、終端抵抗スイッチ、電池スイッチ、電池コネクタ＞ 

 

 

 

 

端子記号 用途 説明 

Ｍ Ａ 、 Ｍ Ｂ 電源 ＡＣ１００Ｖ±１０％ ５０／６０Ｈｚ 

ＦＧ１、ＦＧ２ 接地 

Ｄ種接地線はＦＧ２に接続 

通常使用時、ＦＧ１とＦＧ２は短絡バーにより接続 

（ＦＧ１には内部耐雷素子接続） 

Ａ＋、Ｂ－、ＳＧ ＲＳ４８５通信 
Ａ＋、Ｂ－端子はＲＳ４８５通信用、ＳＧ端子はＤ種

接地 

抵抗（スイッチ） ＲＳ４８５終端 ＲＳ４８５用終端抵抗の入切用、終端の場合「ＯＮ」 

電池（スイッチ） 停電時動作 
停電時のパルス入力補償用、使用時「ＯＮ」 

（外付け電池を使用する場合） 

Ｄ Ｃ ｉ ｎ 

（ コ ネ ク タ ）  
停電時動作 

停電時のパルス計量動作用、動作補償用電池接続 

（外付け電池を使用する場合） 

 

＜入力端子台＞ 

 

 

 

  

１．カレントループ通信による入力 

   通信機能付電力量計の「ＤＴ」端子と入力端子台「ＤＴ」端子に、通信機能付電力量計の

「ＳＧ」端子と入力端子台の「ＳＧ」に接続してください。 

２．パルス入力 

   発信装置付計量器と接続します。 

   発信装置付計量器のパルス出力が無電圧 a接点出力の場合、入力の極性はありません。 

発信装置付計量器パルス出力がオープンコレクタ出力の場合、オープンコレクタ出力の

「＋」を入力端子台の「ＤＴ」端子に、オープンコレクタ出力の「―」を入力端子台の「Ｓ

Ｇ」端子に接続してください。 
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ＲＳ４８５アナログ入力端末器（オプション）                

 

＜仕様＞ 

項目 仕様 

形 名 Ｒ１Ｍ―ＧＨ２Ｔ－Ｍ２－Ｘ（ＴＮ－３３１８５） 

入 力 

入力信号：直流入力１６点（マイナスコモン） 

測定レンジ：±５Ｖ、４～２０ｍＡ（抵抗モジュール使用） 

入力抵抗：３００ｋΩ 

サンプリング周期：１００ｍｓ 

インターフェイス ＲＳ－４８５通信、９，６００ｂｐｓ、伝送距離１，０００ｍ以下 

ア ド レ ス 設 定  ロータリースイッチ 設定範囲：１～Ｆ（１～１５） 

使 用 環 境 
－５～６０℃ 

３０～９０％ＲＨ（結露しないこと） 

取 付 方 法 壁取付けまたはＤＩＮレール取付け 

外形寸法、質量 
１７５（Ｗ）×１０５（Ｈ）×４０（Ｄ）ｍｍ（突起部含まず） 

約０．４ｋｇ 

電源、消費電力 ＡＣ１００／２００Ｖ±１０％  ５０／６０Ｈｚ 約１０ＶＡ 

 

＜外形寸法図＞ 
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＜入出力端子台＞ 

・端子接続図 

 

※１：本ユニットが伝送ラインの最遠端の場合は(＝渡り配線がない場合)、端子Ｔ２、Ｔ３

間を付属のショートチップ(または配線)で短絡して下さい。ユニットが伝送ラインの

途中に配線されているときは、端子Ｔ２、Ｔ３間のショートチップをはずして下さい。 

注１：本ユニットは入力信号に含まれるノイズを減衰させる機能を持ちません。 

     従って、シールド付より対線を使用するなど、入力信号にノイズが混入しないように

十分ご注意下さい。 

注２：マイナスコモンのため、各入力のマイナス端子間は同電位にして下さい。 

 



 52 

  



 53 

 

 

 

 


